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＼＼地目！ I I I I I 
＼ぞと仁〓水田｜畑｜宅地｜山林！小守｜分類＼＼｜ ！ ｜ ｜その他i ロ i不明
昭［面積 I101. 21 135. 1 13. 91 274. 41 524. 61 507. 8 和 JCha) I 
45 I ! 
年 l% I 19 3I 25. 7I 2. 7I 52. 31100 
昭｛面積 I109 71172. ol 5 41 430.到7川 44.6和 jCha) I I I I 
46 I i ! ! J 
年 l% i i ' I 、 I I I 1 I 
昭［面積｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ I I 63. 41 151 61 14. 1 363. 31 5θ2. 41 1. 7 和 J(ha) I I I I I 1 
47 I I I I I I 




































































































































































i HcIc! i ! ! !I! Ii I l知事
。ト1:1:1c1 I 11i111I,11 需品； l1~11f ：！~：I i I 1:11~1111 ~： ~1 H刊ii I i IトI!i ic1
clclclclj i 1111111 







































表 4 東京都風致地区一覧（S47.4- 1) 
名 称 ｜雲定函書｜弘警｜賞品重｜
ha ha ha 
明治神宮内外苑 280.00 10.0 210.00 
洗 足 26. 43 26-43 
善 福 寺 29.20 29.20 
石 神 井 96.70 96-70 
江 戸 ｝｜ 333.25 333.25 
多 摩 JI I L 182. 59 9.50 L 173. 09 
和 回 堀 151. 32 151.32 
大 泉 359.60 359.60 
芝 47.72 47.72 
弁 慶 橋 30.97 30.97 
市 ケ 谷｜ 21. 00 ' 21.00 
お茶の水 12. 15 12. 15 
野 103-00 10300 
多 摩 陵 3640 36-40 
玉川上水 74-00 74.00 
五日市道 1. 98 1. 98 
廻 田 47-00 15-00 32-00 
霞 丘 陵 383. 14 383. 14 
山 回 60.00 60.00 
七 国 山 125-00 112. 00 13.00 
北 山 56.00 56.00 
東 京 道 30.00 30.00 
青梅街道｜ 52. 15 52. 15 
鈴 木 19.70 19-70 
関 口 1. 00 
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962144. 3. 281 44. 4. 101円海山 グ I 100. 0!44. 5. 13 
4521 グ｜グ
681 グ ｜ グ ｜平林寺 !/ 58. 4145. 5. 28 
3981 グ｜グ
???











// 83 0145. 8. 28 
メ込
口 言十








































































































































場，資材置場等が含まれる） 4. Oha (1. 4%）を加えると，
158. 9ha (56. 3%）で全体の約%以上は既に都市化され
ているととがわかる。これに対し，林地は67.4haで23.9
%を占めている。また農用地は26-7haで9.5%である。

















住 所 開 発 主 体 ｜面積（ni)j区画数｜認可年月日
細 山 字 内 野 95 日 本不動 産（株） 58, 182 317 35. 8.31 
2 金 程 416 東 亜 土 地 （株〕 99,173 450 36. 1. 9 
3 高石 字寺前 1202 日 本不動産（株） 24,793 
4 細山字大久保 160 一 井不動産（株） 211, 570 i 207 38 3 13 
5 万 福 寺 249 一 陽 建 設 （株） 12,231 40 38. 8. 15 
6 細 山 字 U.J 回 1729 有 楽 土 地 （株） 181, 500 40. 4. 30 
7 細 山 字 北谷 616 一 井不動 産（株） 3,646 13 41. 12. 24 
8 細山字中の間 1029 II 1.838 6 // 
9 細 山 H十－・ 七 代 830 / 7.158 21 I / 
10 細 山 字 中 島 710 ， 5, 411 20 // 
11 細 山 （株） T B s 会館 6,026 41. 12.26 
12 高 石字寺 前 1260 有 楽 土 地 〈株〉 17,276 9 43. 10. 15 
13 細 山 細山土地区画整理事業組合 187,560 4. 3. 26 
14 細 山 F十~ 七 代 875 有 楽 土 地 （株） 6.240 21 44. 4. 11 






林 地 67.4 23.9 
農 用 地 26.7 9.5 
Il 2. 1 0.7 
畑 15.9 5.7 
の 他 8.7 3. 1 
荒 地 28 9 10. 2 
造成中の七地 0 3 0 1 
宅 地 121 8 43. 2 
駐車場・グラウンド等 4.0 1. 4 
道 路 セ の ｛白 33. 1 I 11. 7 











面積は92.2ha （構成比32,6%）から67.4ha （向23.9%) 
へと約7割に減少している。また農用地は53.Iha (18. 8 
















｜ 昭和39年 ｜ 昭和岬 （ 昭和49年
林 地 92. 2 (32. 6〕76. 8 (27目2) 67.4 (23.9) 
農用地 53. 1 (188) 36. 2〔12.8) 26.7〔9.5)
11. 5 ( 4. 1) 5. 0 ( 1. 6) 2. 1〔07〕
訳 そ畑の他
39.3〔13.9〕 25.8 c 9.2〕 15.9 ( 5.7) 
2.3 c 0.8) 5.4 c 2.0) 8.7 ( 3. 1) 
荒 地 21.5 ( 7.6) 21-3〔7.5) 28.9 (10.2〕
造成中の 36.9〔13.1〕 23. 4 ( 8.3) 0.3 ( 01〕土地
宅 地 61. 0 (21. 7) 94.0 (33.4〕121.8 (432〕
駐車場・グ o. 5 ( o.2) 1 ・7c 0.6) 4. 0 ( 1. 4) ラウンド等
道路その他 17 0 ( 6.0) 28.8 (10.2) 33. 1〔11.7) 




























を示している。また道路その他も 17.Oha (6. 0%）から











































細山地区… H ・H ・地区面積31.6haのうち，林地は15.2ha




！ 昭霜~9 年 ｜ 昭和49年
林 地 7.5 (26.4〕 5.8 (20.5) 
農 用 地 7.3 (25.9) 2.2 ( 7.9) 
内 田 o.9 c 3.o) 0 c 0〕
畑 6. 1〔21.9〕 1. 8 c 6. 4〕
訳そ の 他 o.3 c 1.0) 0.4 c 1.5) 
荒 地 2目2( 7.6〕 4.4 (15.4) 
造成中の土地 0 ( 0〕 0 ( 0〕
宅 地 g. 1 (32.4) 13.4 (47.3) 
駐車場・グラウンド等 0〔 O) 一 Co. l) 
道路 そ の 他 2.2 ( 7.7) 2.5 c 8.8) 
全 体 I28-3（川別（100.0) 
表10 土地利用別面積変化（南田地区） ha c構成比却
林 地 6. 1 (13. 6) 4.8 (24.5) 
農 用 地 3. 9 (19. 7〕 2.4 (12.2) 
回 o. 1 ( 0.7) 0 c 0) 
畑 3. 6 (18. 2) 1.7 c 8.7〕
の 他 0.2 ( 0.8) 0.7 ( 3.5) 
荒 地 1.9 ( 9.6〕 1. 8 ( 9.1) 
造成中の土地 2. 3 (11. 7〕 0 c 0) 
宅 3.2〔16.2〕 7.0(36.1〕
駐車場・グラウンド等 o. 1 ( 0.7) 0.6 c 3.0) 
道路 そ の 他 2. 1 (10.5) 3.o C15. 1〕








表1 1二地利用別『ri積変化（細山地医） " （構成比加
昭和39年 i 昭和。
一一一一一一
林 地 15 2 (48.3〕 12.7 (40.2) 
t~ 間 地 8.7 (27.6〕 5. 4 (17. 1) 
rR 0〔 0) 0 ( 0) 
畑 80 (25.4) 3.0〔9.5〕
の 他 0.7〔2.2〕 2.4 c 7. 6〕
荒 地 3 4 (lo. 6) 5.6 (17.8) 
造成中の土地 1 7 c 5. 4) 0 ( 0) 
宅 地 1. 8 c 5'6〕 5 s (ls. 3) 
駐車場・グラウンド句、 0 ( 0) 0 5〔1.5〕
道路その他lo. 8 ( 2.刊 16 ( 5. 1) 



































































細山地区...・H ・－－本数は全部で219筆，地積は195,946 u1 
である。この地区は3地区の中では最も林地の割合が高











~ l地区内個人 l地区外個人｜法 人｜宗教法人（全
；｜林 I: : 125，ムJ。｜」25.2) I 7, 81: (17. 6) I 
2 108 I I 5,589 I 3,906 













































数 I 100 I 11 I 25 I 8 I 













































I J1g v：内個人［ 体全宗教法人人法地区外個人






L 817 ( 6. 1) 
606 
409 ( 1.4) 
409 


































































































































































44 13 。 219 
195,946 
895 
積 I151, 136 C8o. 2) I 26, so8 (13. 1〕l12,002 ( 6. 1) 
計 I 一筆当り地積 970 
所有者数 1 40 


















































































































産経営（寮 1棟，マンション 1棟・ 16戸，貸地10ド）の
30%と，ノミ｛ベキュー，旅館等の経営の70%から成って
いる。家族数は6人。土地所有面積は山林が 1.Oha，田




















































































































































































































































































林 I I [ 
宅地開発地の周 l比較的小規模急｜開発者 1急斜面のため開発不適地として｜周辺地価のk昇につれ，一部造
縁部に残存 ｜斜面・崖地に帯 1 ｜残存。〔必然性あり〉 ｜成されて宅地化される可能性が
状に残存クヌギ｜ ｜ ［ある。
・コナラを主と 1 I 
する雑木林 ｜ ｜ 
社一寺林として州、 規 模！宗教法人｜固定資産税，都市計画税岬！将来とも存続する可能性以き
存 ｜シラカシ林等質｜ i：悦相続税も掛からない。 ｜い。
い主高い ｜ j〔必然性あり〉 ｜ 
屋敷林として残｜小 規 模｜農 家｜本来は防風林として意識的に残 l生活様式の変化，分家のための
存 iシラカシ・ケヤ｜ lきれてきた。 l住宅用地として等の様々な用出
キ等質は高い ｜ ｜ ｜により，潰れる可能性がある。




lツを含む） I I C必然性あり） ｜はある。
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